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・危険物類の管理(カミソリ等)について、夜間の貸し出しは行わず、起床後の整容と入浴時のみに貸し出し、かつスタッフの見守りが行える状況でのみ対応する事としました。統一した対応の周知をお願い致します。今後は病棟用の電気シェーバーを用意し使用して頂く事も考えています。
・昨日佐藤AOMより“精神科看護職員による患者への虐待・暴行事件に関して”の日本精神科看護協会から声明のメールが各スタッフ宛てに来ています。各自添付ファイルを確認し、いつでも発生し得る事案としての意識を持って、現場ケアに臨んでいくようにしましょう。
＜患者様連絡事項＞
・川井　金一郎様～本人よりケトプロフェンテープ処方希望あり。主治医不在の為、田名部Dr.より同薬2袋処方して頂いています。

・飯岡　未来様～排便-8日目。本人より浣腸希望あり。主治医不在の為、田名部Dr.よりグリセリン浣腸50%　60ml　1本処方・施行指示がありました。指示の浣腸施行し、反応便確認しています。
・沢田　秋子様～不安・不穏時のロラゼパム（0.5）1Tの残数が少なくなっていました。今川Dr.より同薬20回分処方して頂いています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・村田　邦惠様～昨日南病棟より転入となっています。車椅子を自操してユニット内を徘徊しており、対面時も不穏さや不調の訴えはありません。Aユニット個室を利用されている患者様ですが、自室の場所が分からなくなる場面や自身のADLの理解は乏しく、車椅子からの立ち上がり動作等も不安定さが見られています。引き続き精神症状の変化や転倒に注意しつつ、ADLの状態を見ながら居室移動も視野に観察していきましょう。
・泉山　紀子様～深夜帯にて6:00過ぎに起床後、来詰して携帯電話を借りに来られ、お渡ししていましたが、6:15自らの携帯電話で110番へ連絡した模様で折り返し警察官より電話あり、電話を代わり、事件性は無い事を伝えています。架電理由について「詐欺の電話が何回かあって怖くて電話した。」と話していました。自省促すと一応の反省はしている様子です。スタッフに話し掛ける特定患者様へ聞こえるか聞こえない位の声で小言を話す事はありますが、トラブルには至らずに経過しています。日勤帯ではBユニットホール内で漢字の練習を黙々としており不穏さは見られていない。携帯電話はメール確認以外では使用しておらず、外部への迷惑行為も見られていません。引き続き精神症状の変化に注意して観察・対応をしていきましょう。又、左額周辺の処置は1日1回ガーゼ交換をしましょう。その際には表皮剥離に注意していきましょう。

・中村　和夫様～来詰・確認行為やや頻回に見られていますが、都度の説明・対応にて了解され、しつこさや不穏・興奮等は無く経過しています。引き続き精神症状の観察をしていきましょう。
・泉川　ケイ子様～拒食、拒薬続き、夜間不眠、独語や他者への攻撃性見られている為、主治医指示にて2/23、2/24と日勤帯でジプレキサ（10）1A（注射用水2.1mlで溶解）筋注施行しています。精神症状悪化傾向や注射薬の薬価等も踏まえて病棟移動を検討していましたが、昨日準夜帯で拒否的言動ありながらも再三の促しで夕食後薬・就床前薬を内服した経過があり、主治医へ報告にて今週は以後筋注施行せず、病棟移動も見送りとなりました。来週以降拒薬や不穏・興奮、トラブル等が持続している場合には薬価の低い注射薬への切り替えや病棟移動を検討するとの事です。本日日勤帯では朝・昼共に拒食・拒薬が見られています。昼前には使用不可のトイレに籠っており、スタッフの声掛けで立ち去っていますが、便器内確認すると血尿が見られていたとの情報もあります。引き続き精神症状の観察を行い、不穏・他者トラブル等には十分注意して観察・対応を行っていきましょう。又、身体状態の変化にも注意し、本人の状態については適宜主治医へ報告・指示受けを行っていきましょう。
・立花　圭様～昨日東病棟から転入となっています。アニメや動物についての話し掛けあるも頻回では無く、不機嫌さはありません。又、易怒性や粗暴性、他者トラブルも無く、静穏に過ごされています。引き続き精神状態の観察をしていきましょう。
・南川　浩様～日課の遅れや不調の訴え無く経過しています。尿・便失禁やズボンの汚れも見られていません。歩行時のふらつきも無く、時折Bユニットホール内を徘徊している様子があります。引き続き精神症状の変化や歩行状態の観察を行っていき、必要時には主治医へ情報提供していきましょう。
・田村　真紀子様～昨日準夜帯にスタッフに「自分の考えが他の人に伝わる感じがあるんです。」「口の臭いも変なんです。」といった訴えが聞かれ、やや話し掛けの多さあり、スタッフの説明には了承され、以後は上記のような訴えは無く、日勤帯でも落ち着いて過ごされています。引き続き精神症状の変化には注意して観察をしていきましょう。

＜SST評価検討＞
・Aユニット

　促しに拒否無く全員参加し、SSTに取り組まれています。
・Bユニット
沼田　ゆき子様、泉川　ケイ子様、金山　辰巳様～参加促しにも拒否あり、不参加。
　他患者様は参加され、SSTに取り組まれています。
＜ピアサポートミーティング評価＞
・2/24ピアサポートミーティング実施しています。

【参加者】中山　真由美様、松川　順子様、鈴木　知子様、大久保　恵様
【テーマ】
・外出泊について（新型コロナウイルス感染症が徐々に落ち着いてきた為）
・人付き合いについて（鈴木　知子様より提案）
【患者様からの意見】
・中山　真由美様
　実際に新型コロナウイルス感染症に罹り、咽頭痛や熱が出て、食事が摂れない事も2日程あって大変だった。特に後遺症は残らなかった。外出泊についての話題になり、バス券の購入方法が分からない患者様に対して、大久保様と共に助言している姿が見られていた。同室者との人付き合いについて聞いた際には、現在の同室者は無口な方だが、時折話をしているとの事。以前同室で退院された方が口数多く、「うるさくて。」と苦笑しながら話していた。
・松川　順子様
　実際に新型コロナウイルス感染症に罹り、熱や咽頭痛等の症状で大変だったとの事。外出泊の話題になった際には、感染症対策の為に外出泊を控えるようになって長らく外出していない為、外出するのは不安が大きいとの事。バス券を作る必要もある為、どうしたらいいのか？といった質問もある。本人の質問に対して、大久保様・中山様よりバス券の購入方法・購入場所等について助言を受けており、「今、そういうふうに変わったんだ！」と頷いている。自身の不安に基づくテーマに沿ったエピソードを話す場面が多く見られている。人付き合いについて聞いた際には「私、友達がいない。」と話し、同室者とも特に話す事も少ないとの事。他者とコミュニケーションを取る上で何が必要となるか？とスタッフより問われると、「やっぱり勇気が必要なのかな？」と返答。スタッフからは無理のない範囲でコミュニケーションを取る機会を増やす事で徐々にコミュニケーション能力も向上すると思われると助言している。
・鈴木　知子様
　外出泊についての話題では松川様や大久保様の話を聞きながら、外出時にチラシに載っている店に寄りたいが、店の場所が分からない、松川様から話のあったバス券についても作らないといけない等と不安がある模様。大久保様や中山様からのバス券についての助言、スタッフから外出前に寄る店の場所や交通手段等を調べておく事を提案すると了解されている。本人から提案の人付き合いについて最近同室者の調子が悪く、突然粗暴行為を受けたり、叫ばれたり等と関係があまりよろしく無かった件について話している。本人が話題に挙げている患者様についてはここ2～3週間程情動不安定な様子がある為、対象の患者様のみならず、他者との関係で何か気になる事があった際にはスタッフに伝えるようにと助言を行い、了解されている。
・大久保　恵様
　外出泊についての話題では松川様や鈴木様より質問のあったバス券についての購入方法や購入場所等について助言して下さっている。バス券の話題については以前外出から戻られる際に提示したらエラーが出て大変だったと関連のエピソードを話している。人付き合いについては同室者との関係も特に問題は無く、現時点では特に気になる事も無いと話され、他者の話に耳を傾けている様子だった。
【スタッフの振り返り】
・声掛けにより拒否無く参加して下さった方が多く、時に話題から若干の脱線はありつつも概ね今回のテーマに沿ったミーティングが行えていた。
・スタッフからもテーマに関連したエピソードや質問に対しての助言を行った事でミーティング中は終始話が途切れる事は無く、患者様達同士での対話も多く見られていた。
